
 

令和元年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【京都市】 

学校名【 京都市立大宮小学校 】 

１実践テーマ Ⅲ  

２実施対象者 4年生 4クラス １３１名 

 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（総合的な学習の時間） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・東京オリンピックに対して関心をもつと共に，パラリンピックの存

在を知り，共生社会とは何かを考えることができる。 

・社会の中には様々な立場の人が助け合い生きていることを知り，相

手の立場に立って考える心情を養う。 

 

５ 取組内容 ○視聴覚障害について知り，コミュニケーションの手段について学

ぶ。 

・手話や点字 

・手話について，聴覚障害のある方にきていただき，お話を聞く。 

・アイマスク体験をする。 

・パラリンピックが行われることを知る。 

○大宮学区の住みやすさ，住みにくさを見つける。 

・どこでどのように住みやすい工夫がされているか。 

・自分の家の近くの様子や地域の方々の願いを知る。 

・自分も共に住みやすい場所になるよう生活する方法を考える。 

○パラリンピックが行われることを知る。 

・２０２０年にパラリンピックが東京で開催されることを知り，その

大会の意義について学ぶ。 

・どのような競技や，どのような選手がいるのかを知る。 

・パラリンピックについてのクイズを考える。 

○車いすバスケットボールの選手との交流をする。 

・車いすリレーや車いすバスケットをして車いすの操作の仕方を知

る。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 
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・お話を聞き，自分たちも夢をあきらめないで努力しようとする気持

ちをもつ。 

・車いすを使っている人の願いを知り，自分たちができることを考え

る。 

・共生できる社会，地域についてまとめ，発表する。 

・学習発表会で，学んだことを発表する。 

 

６ 主な成果 

 

・社会の中には，様々な立場の人が助け合いながら生きていることを

知るきっかけとなった。手話や点字にも興味を持ち，意欲的に取り

組む姿が見られた。 

・パラリンピックについては，送付してもらったビデオやプレゼンテ

ーションを使って，知識を深めることができた。ビデオを見て，選

手が努力している姿や生き生きとスポーツをしている姿に感銘を

受けていた。 

・車いすバスケットでは，実際に，車いすに乗りながらシュートを打

つ様子や，車いすの操作の仕方を教えてもらい，興味津々に聞いて

いた。全員に車いすに乗って操作する経験をしてもらうことがで

き，操作の難しさについて知ることができた。 

・車いすバスケットの山本さんの話を聞いて，努力することの大切さ

を学ぶことができた。 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

・実際に車いすを操作する機会を設けたことや，パラリンピックに興

味が持てるように，送付していただいたビデオを見て計画的に授業を

進めていった。 

８主な課題等 ・人数が多いので車いすバスケットを全員に体験してもらう時間がな

かった。 

９来年度以降

の実施予定 

・来年度もぜひ実施したい。 
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